




The states of the magazines constructured for many boys’readers of















　　This paper is aimed to consider of characters of the magazines with many boys com-
posed with “SHONEN CLUB” readers were conciouos. “KODANSHA” was the pubilish-
ing business and advertisement media in those days (1914-1945). It was investigating of 
many advertaising with costs. The monthly (magazines) had the large circulations. The 
magazines were popular among with the upper grades (fifth and sixth) elementary school 
children, junior high school students. Most of those boys were the class of readers were 
composed of loved magazines fan club. It was made of success acquisition of those maga-
zines fan. Most of fan formed the “readers (fan) communities”. they were merkmal of the 
image of model for boys fan of “SHONEN CLUB”.that was reissued published again by 
























が目的である。同誌は、1914（大正 3）年の創刊であり、その後 1962（昭和 37）年まで
発売され、40有余年続いた人気の少年雑誌であった。廃刊後の後継雑誌として、1959
The raeders column as the magazines fan were involved in the magazines after few years.
that was publissed was affected by New education systmes, many educational reforms and 
soon. Morever, that wasn’t seeking for company of readers in the magazines.About the 
middle of 1960’s. KODANSHA was group in the dark, had sometimes hardships, kept on 
selling. but was fruitress, the magazines had discontinuance of publication in 1962. The 
succeeding magazines were “SHONEN MAGAZINE” (comics,cartoon:1962-）
Keywords: juvenile literatuers and magazines for chirdren, SHONEN CLUB, readers (fan) 































































































































年）に、データが掲載されており、「創刊当時 2万部ほどだったものが、大正 9年に 8万


































































（1946年 2月 20日発売、定価：1円 20銭、送料 5銭）、第 33巻第 3号（1946年 3月
20日発売、定価：2円　送料 5銭）、第 33巻第 4号（1946年 4月 20日発売、定価 4円
　送料 5銭）、第 33巻第 5号（1946年 5月 20日発売、定価 3円　送料 5銭）、第 33巻
第 7号（1946年 7月 20日発売、定価 4円　送料 5銭）、第 33巻第 8号（1946年 8月
20日発売、定価 4円　送料 15銭）となっていた。翌年出された第 34巻第 5号（1947
年 4月 20日）は 10円に高騰し、「社告」のなかで、物資不足による物価上昇にともなう、
雑誌価格の高騰について読者に伝言している様子も見られる。同年 11月号では、定価 18
円で送料 50銭、1948年新年号では定価 20円（送料 50銭）までになった。
4　『少年倶楽部』における投書欄の性格
4.1　「仲良し新聞」が投書欄に


















































































































































































































狂させてものだった。49年間の最後部数は、昭和 11年新年号で 75万 2000部に達して
いる」の記載から、同誌は多くの読者に多くの名作を生んだことがはっきりわかる 17）。






























































































成徳大学、東京成徳短期大学 ,2011年 12月 3日）。









児教育学会第 20回大会口頭発表（於：駒沢女子短期大学）、2012年 9月 30日。






















 5）  「『少年倶楽部』【八・九月合併号】について」（社史編纂委員会編『講談社の歩んだ
五十年　昭和編』1959年、560頁）。
 6）  講談社刊『キング』（1939年 4月号）。『キング』についての研究は、佐藤卓郎『“キン
グ”の時代』（岩波書店、2000年）などに詳しい





 8）  『少年倶楽部』大日本雄弁会講談社（第 33巻第 1号、1946年 1月 1日）。
 9） 同誌第 33巻第 4号（1946年 4月 20日、定価 4円　送料 5銭）。
 10） 同誌第 33巻第 2号（1946年 2月 20日）。
 11） 同誌第 33巻第 9号（1946年 9月 20日）。
 12） 同誌第 47巻第 1号（1960年 1月 1日）。
 13） 「愛読者ルーム」同誌第 47巻第 1号（1960年 1月 1日）。










※ 本稿は、日本児童文学学会第 51回大会（2012年 10月 30日、於：千葉大学西千葉
キャンパス）の口頭研究発表の内容を加筆、修正したものである。
